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1 KT-140096 - VE
安全管理強化・工事総合管理シ
ステム 「Orpheus-3D」(オル
フェウス スリーディー)

三次元情報を活用する安全管理強化&工事総合管理
システム

技術概要 2 説明資料 4

2 CG-210008 - A
モルタル製緑化基礎工を用いた
キョウジンガー(植生マット)工

植生マットに備えたモルタル袋により等高線状の
小段を形成し、耐侵食性を高めた法面緑化工

技術概要 24 説明資料 26

3 KT-230004 - A 軽量型枠システム「ＤＵＯ」
部材数が少なく軽量・組立が容易で、70～100回転
用できる100％リサイクル可能な樹脂製システム型
枠

技術概要 38 説明資料 40

4 KKK-190002 - A ノルトロックワッシャー
摩擦に依存しないボルトナットの緩み止めシステ
ム

技術概要 47 説明資料 49

5 QS-180021 - A サイクルレーン側溝
自転車や歩行者の快適な通行と集水性能に優れた
側溝

技術概要 57 説明資料 59

6 QS-200022 - VR
ARを活用した見える化工事看板
「ARIBO(アリボ)」

AR(拡張現実)・3D・ナレーション等を駆使して完
成予想図等を判り易く周知する看板

技術概要 69 説明資料 71

7 QS-200057 - A
全自動ピット式タイヤ強力洗浄
機(BrushPIT)

可動部を持たない前後方向から噴射洗浄を行う
ピット通過型洗浄機

技術概要 79 説明資料 81

8 KT-230018 - A
無線遠隔操作式ドリルロッド着
脱機

ロッドハンドリングシステム 技術概要 93 説明資料 95

9 CG-220026 - A
ダンプトラック荷台の土砂付着
防止製品【楽フロン】

ダンプカー荷台に装着することにより土砂の付着
を防止し，荷台の清掃不要，運搬ロスを削減す
る，高寿命・高性能な製品

技術概要 101 説明資料 103

10 CB-230006 - A
FEP管（スパイラル形状）取付工
法 ：PLジョイント／BPtype

地中梁貫通部施工のFEP管（スパイラル形状）の接
続固定

技術概要 110 説明資料 112

11 KT-220232 - A
上部障害クリア工法（U形鋼矢板
500mm・600mm対応）

500mm・600mmのU形鋼矢板に対応した空頭制限下で
の圧入工法

技術概要 121 説明資料 123

12 SK-220009 - A N・Sグリッド工法
CFRPグリッドとフライアッシュ入りポリマーセメ
ントモルタルによる増厚補強

技術概要 133 説明資料 135

13 KT-190051 - A パーマロックASFシリーズ

薬液注入の劣化要因であるアルカリをイオン交換
法により除去して得られた活性シリカコロイドを
ベースとした溶液型恒久グラウト(活性複合シリカ
グラウト)

技術概要 145 説明資料 147

14 CB-220033 - A
無機系注入方式アンカー　ケミ
カルアンカー・MLタイプ

計量が不要で且つコンクリート孔に直接充填可能
な無機系注入式あと施工アンカー

技術概要 156 説明資料 158

15 KT-180050 - A SDM-Fit工法 複合撹拌型低変位深層混合処理工法 技術概要 165 説明資料 167

16 CG-210016 - A
耐震耐風目隠し通風フェンス
（カクスルー）

耐震耐風設計を施しJIS準拠荷重試験及び衝撃試験に合格した、防
犯・プライバシー保護及び立入防止目的で設置する全方向100％目
隠し通風アルミフェンス。

技術概要 180 説明資料 182

17 KT-180111 - VE 地上・地下インフラ3Dマップ
多配列地中レーダー技術と点群レーザー測量を用
いた地上、地下情報を3D映像として一元管理が可
能なシステム

技術概要 188 説明資料 190

18 QS-170042 - VE ARハンマ工法 市街地対応型全地盤対応掘削機 技術概要 198 説明資料 200

19 QS-220006 - A
魚群探知機を用いたダム貯水池
３Dマッピング技術「Nソナー」

魚群探知機を用いて，簡便にダム貯水池・河川水
底の地形図を作成する技術

技術概要 209 説明資料 211

20 KT-190094 - A
磁気ストリーム法による橋梁の
PC鋼材破断検査法(SenrigaN)

橋梁内部のPC鋼材の破断箇所について、磁力の減
衰傾向から自動判断する非破壊検査方法

技術概要 225 説明資料 227

21 KK-220008 - A
景観配慮型特殊堤「シーウォー
ル」

命と景観を守る特殊堤 技術概要 233 説明資料 235

22 KT-210067 - A
道路橋用ハイブリッドジョイン
ト3LⅡAタイプ

止水性能を大きく向上させ、かつ耐荷能力に優れ
た道路橋用伸縮装置

技術概要 246 説明資料 248

23 KT-210010 - A
油圧ショベル用油圧式クイック
カプラ

油圧ショベルアーム先端に油圧自動接続式クイックカプラを装着
することにより、安全かつスピーディな油圧アタッチメントの交
換作業を実現、現場での安全性及び生産性を飛躍的に向上する

技術概要 257 - -
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担当部署 福岡営業所

担当者 寺迫新一郎

NETIS登録番号 KT-140096-VE 電話番号 092-476-5471

会社名等 株式会社コンピュータシステム研究所 MAIL s-terasako@cstnet.co.jp

技術の概要

国の機関　48件

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2023年11月21日現在）

建設業界全体の生産性の向上や競争力の強化、担い手の確保などさまざまな側面か
ら、建設業におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）の必要性を考え、開発
に至りました。DXは、建設プロセスの効率を向上させ、作業の合理化を可能にしま
す。自動化やデジタル技術の活用により、作業時間を短縮し、生産性を向上させるこ
とが期待されます。

積算データと連携し、リスクアセスメントを的確かつ効率的に実現。
3D災害ヒヤリハット事例・作業手順集・関連法令等のデータも多数搭載し、安全管理
に掛かる労力の軽減・教育の推進に効果をもたらし、労働災害防止効果が期待できま
す。また、積算・原価管理システムを安全管理システムに連携させることにより品
質・原価・安全の統合管理が実現できます。

【積算システム】
⇒「積算精度向上による落札率の向上」「積算業務の生産性向上」「次世代への積算
ノウハウの継承」を実現します。
【原価管理システム】
⇒現場代理人が入力した作業日報から原価情報等をリアルタイムに集計し、クラウド
経由で工事部長や経営者が現場毎の現時点の出来高進捗・原価状況を把握する事がで
きます。現場代理人や工事部長・経営者の負担を大きく軽減します。
【安全管理システム】
⇒現場の事故を防止し、大切な従業員と企業を守るための安全管理システムです。す
ばやく正確にリスクアセスメントを実行し、リスクに紐づく作業手順書や災害ヒヤリ
ハット事例、多数のイラスト等によって安全資料の作成時間とコストを削減します。
さらに、CGによるリアルな労災事故映像を活用した新時代の安全教育で従業員の安全
意識を向上します。

①公共事業関連工事全般に適用できます。
②特に効果の高い適用範囲は安全管理活動全般です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

 Orpheus-3D「オルフェウス ス
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担当部署 技術営業部

担当者 森上・中村・香川

NETIS登録番号 CG-210008-A 電話番号 092-526-0588

会社名等 九州日植株式会社 MAIL  kniss@kyushunisshoku.co.jp

技術の概要

九州内での実績
　国の機関　 41件
　自治体　　 92件
　民間　　　 19件

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

モルタル製緑化基礎工を用いた
キョウジンガー(植生マット)工

技術名称

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2023年9月30日現在）

従来技術の緑化基礎工は網張付け工のみであったが、新技術では網張付け工に等高線
状のモルタル袋と肥料袋を加えた。

等高線状のモルタル袋と肥料袋を加えたことにより法面の表面流速が遅くなり育成基
盤の安定が図れることから、植生マットの適用を5分勾配法面まで可能とした(植生
マットは通常8分より緩勾配に適用)。このため、モルタル吹付機を用いて吹き付ける
方法の施工箇所においても、植生マットを張付ける方法への適用が可能となった。

・モルタル袋と植生基材袋で形成された等高線状の小段は、その小段が無い場合と比
べ表面流速は1/7に低減する。また生育基盤の安定化が図れる。
・モルタル袋が地表の一部を覆うことで、土壌水分の蒸発を抑制することができ、生
育基盤の品質が向上する。
・吹付工が不要となるので、従来の施工工程に比べ1工程減少する。
・吹付工が不要なため、危険な法面における作業が減少する。また、プラント設備作
業における事故の軽減が期待できる。
・吹付プラントが不要となるので、プラント設置場所の確保できない現場や法高の高
い災害復旧現場での活用が可能となる。
・植生マットと同じ施工方法なので、現場で資材の計量・混合や吹付厚さ管理を必要
とせず、品質管理項目を減らすことができる。

①適用可能な範囲
・5分より緩勾配法面
・土質分類で軟岩(Ⅰ)まで
②特に効果の高い適用範囲
・降雨などにより表面流下水の影響を受けやすい法面。
・プラント設置場所が確保できない条件や、法高の高い場合等の現場吹付工の適用が
困難な現場。
・災害復旧現場などの緊急性の高い現場。

24



【施工事例】
施工主体 九州地方整備局熊本河川国道事務所
施工場所 熊本県菊池郡大津町
施工年月 2017年10月

６．写真・図・表

25



������� ��	
��
�
�������������
��������

�� !
"#$%&'()*+,+-./0�1&2345(6789:;<=(>?@ABC#DEFGH#IJKL#M(NO

26



"#$%&'()*+,+-.0�1&2345
PQRSTUVRSWXVYZ[$%

789:;<= \]^W

27



789:;<= \]^W

789:;<= \]^W

28



29



_`_` `aab

cdefghijklmnopqrsgtuvowxayzt{|}~����������������sgta����sgt������������mngsg���h���i ¡�¢jt£g¤`o¥�¦mngsgj§�
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ペリー・ジャパン株式会社
営業担当（中村）
TEL: 03-5642-6100

https://www.peri.co.jp/

最先端の材料
堅牢性、耐久性、耐荷重性に優れたテクノポリマーは、高い耐湿性があり木や鉄に比べて
腐食や錆びの心配もありません。（部材は全て100％リサイクル可能です。）

フレキシブルな製品設計
主要な部材は、面板と桟木が一体になったパネルと連結部材（カプラー）の２種類。
パネルも付属品も高い汎用性をコンセプトにつくられています。

シンプルな操作性
軽量でほとんどすべての作業を工具なしで実施。簡単な作業手順で騒音も最小限。
メンテナンスも簡単で経度な損傷は補修、面板は迅速かつ簡単に交換可能です。

NETIS登録
登録番号： KT-230004-A More information or call-to-action

DUO
壁、スラブ、柱、基礎用汎用型枠システム
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ペリー・ジャパン株式会社
営業担当（中村）
TEL: 03-5642-6100

https://www.peri.co.jp/

DUO – 壁、スラブ、柱、基礎用汎用型枠システム
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2017年に全世界の建設市場へ導入を
開始されて以来、世界中の様々なプロ
ジェクトでその価値と汎用性を証明し
てきました。独自の革新性は、複数の
第三者機関からも検証されいくつかの
国で販売された後に複数の賞を獲得し
ています。

海外での施工実績は、カタログに掲載
されておりますので、是非ご参照くだ
さい。こちらでは、日本国内（九州地
方）におけるDUOの施行実績をご紹介
いたします。

現場名：伊江島有料老人ホーム新築工事　
建設会社：株式会社豊工務店
施工業者：株式会社鶴田工務店

現場名：益城中学校 屋内運動場新築災害復旧工事
建設会社：新規建設株式会社
施工業者：株式会社鶴田工務店

現場名：西区花園2丁目 島崎6丁目配管布設工事　
建設会社：旭設備工業株式会社
施工業者：株式会社鶴田工務店

現場名：阿蘇ミルク牧場 沈殿槽 新設工事
建設会社：株式会社サンワイーテック
施工業者：株式会社鶴田工務店
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施工実績（九州地方）
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技術名称 ボルトの緩み止め　ノルトロックワッシャー 担当部署 営業技術部

NETIS登録番号 KKK-190002-VE 担当者 西原　伸

社名等 株式会社ノルトロックジャパン 電話番号 072-727-1069

技術の概要

国の機関　7件
他、地方公共工事などで多数採用有

・ワッシャータイプですので、あらゆるボルト・ナット締結部へ使用可能です。

・材質は鉄、ステンレス製品、高耐食性ステンレス254SMO®と用途や環境に応じて使い分けが可能です。

（沿岸部や外観上錆の発生を許さない箇所へは254SMO®をご選択ください。）

・鉄製品はデルタプロテクト処理され、いわゆるドブメッキと同等の耐食性があります。

・長穴などで使用するため、外径を広げた幅広タイプ（spタイプ）があります。【図-2】

・建築用高力ボルト対応のSCワッシャーがあります。

数えきれないほどの建築物、乗物、機械が文明を形作る現代、その多くにボルトが使用されています。ボルトは簡

単に締められる反面、振動などにさらされると簡単に緩んでしまう欠点も持ち合わせています。

ボルトの緩みによって引き起こされる生活への影響は大きく、最悪の場合には人命をも脅かします。

1982年にスウェーデンで生み出されたノルトロックワッシャーは、世界で初めて摩擦に依存せずに「物理的」にボルト

の緩みを防ぐ製品です。

激しい振動や荷重に晒される締結部でさえ、ボルトの緩みを許さず「軸力」を確実に保持します。

製品面での特許技術、厳格に選定された高品質な鋼材料により、ノルトロックワッシャーは最も安全で確実なソリ

ューションとして世界中で35年以上にわたり信頼を集めています。

もちろん日本も例外ではなく業界問わず大切な締結部へ使用されています。

ボルトはトルクをかけ締め付ける事によって引き伸ばされ、同時に発生する戻ろうとする力が発生します。この戻ろうとする

力が「軸力」と呼ばれており、この力によって物と物を挟み込み一体化させることで、ボルト締結は成立しています。

ノルトロックワッシャーは従来の緩み止め製品とは違い、このボルトが持つ「軸力」そのものを利用した緩み止め製品です。

ノルトロックワッシャーは２枚１組で使用するもので、外側にはリブ面（細かいギザギザ面）、内側にはカム面（内側の

大きな傾斜面）があり、このカム面同士が向き合うように使用します。【図-1】

このリブ面・カム面の機構によってボルトの「軸力」を引き出し、ボルトの回転緩みを「物理的に」許さないロック機能が働き

ます。【図-3】

ボルトが持つ「軸力」を引き出すことによって緩み止め効果が発揮されるため、使用箇所による効果のばらつきはありませ

ん。

その高い緩み止め機能はドイツ工業規格DIN65151に準拠した「ユンカー振動試験」によって証明されています。この試

験機は締結時の軸力が数値化されて確認可能で、振動を加えることでどの程度低下するかを確認できます。その為、製

品ごとの緩み止め機能を客観的に比較する事が可能です。【表-1】

また一般的に指標とされるNAS式試験においても、第三者機関の立会によるIMV試験を実施し、緩みや脱落がないこ

とが証明されいています。

５．活用実績（2023年11月14日現在）

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機

４．技術の適用範囲

３．技術の効果

２．技術の内容

ノルトロックワッシャーは激しい振動や衝撃によるボルトの緩みを物理的に防ぐだけでなく、ボルト・ナットの下へ入れて締め

るだけで高い緩み止め効果を発揮します。その作業性の良さから工期短縮やメンテナンスコストの削減にも貢献していま

す。

また作業者の熟練度によって緩み止め効果が変わることなく、誰が作業を行っても同じ緩み止め効果を発揮します。

例えばダブルナットを使用していた箇所へノルトロックワッシャーを使用することで、２個目のナットを締める工程を削減する

事が可能です。締付箇所が多いほどその効果は大きくなり、結果として大幅な工期短縮につながります。

またタップ穴へのボルト締結箇所でも、ワッシャーのため使用可能で高い緩み止め効果を発揮します。
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写真・図・表

図 - １ ノルトロックワッシャーの機構

図 - 3 ウェッジロッキング機構 (締結時→解除時)

図 - 2 ノルトロックワッシャーの通常幅タイプと幅広タイプ

表 - 1 ユンカー振動試験

通常幅タイプ 幅広タイプ（spタイ

⇐採用事例

1. 東京スカイツリー

2. アンカーボルト

3.道路橋梁支承部

その他実績多数有

1. 2. 3.
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担当部署 福岡設計技術課

担当者 嶋 洋右

NETIS登録番号 QS-180021-A 電話番号 0944-62-4123

社名等 インフラテック株式会社 e-Mail shima-yousuke@infratec.co.jp

技術の概要

国の機関　 8　件　（九州　　8件　、九州以外　0件　）　
自治体  　42　件　（九州　42件　、九州以外　0件　）　

技術名称 サイクルレーン側溝

２．技術の内容

５．活用実績

　近年、自転車は環境負荷の低い交通手段としてみなおされています。コロナ禍を
経て、自転車での通勤・通学に切り替えた割合も少なくありません。
また交通渋滞を緩和するためや観光地の回遊性の向上を図るため、シェアサイクル
やレンタルサイクルを推奨する自治体も増えてきました。
国土交通省と警察庁により「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」も制
定されており、安全な自転車通行空間の構築が求められています。

・道路表面に出るエプロン部を205ｍｍと狭くした。
・本体と縁石を分離式にした。
・集水孔を縁石との境界部に、規則的に配置した。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 

３．技術の効果

・比較的滑りやすいコンクリート部に、二輪車が載らない構造となり、自転車専用
レーンの有効幅員を拡張することができる。
・本体上に設置する縁石に制限がなく、工事完成後に縁石だけ乗入れ用などに変更
することも可能となる。
・雨水が一番溜まり易い、縁石との境界部に集水孔を設けることで、効率よく排水
することができる。

４．技術の適用範囲

・管渠タイプ（縦断用）300用・400用
・管渠タイプ（横断用）300用・400用
・可変タイプ（縦断用）300×300～1100・400×400～1200
・専用桝　300用・400用
・砂溜桝　300用・400用
・現場打ち桝用蓋版　900×900・1000×1000
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